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デジタル学習基盤の重要性

1人1台
端末の整

備
•一人一人が学
習の主体者とな
るための児童生
徒の文具

学びの保
障に向け
た取組

•個々の児童生徒
に応じた多様な学
習機会の確保

•個別学習と協働
学習を効果的に
往還させる授業
デザイン

緊急時の
接続性

•緊急時にも自宅と
学校をつなぐ遠隔
での関わり

学びの

継続

•ファシリテーターと
して児童生徒の
学びを支援

デジタル
学習基盤

•主体的で対話的
な深い学びへ　評
価とフィードバック
・学びの振り返り

１　本研究のねらいと背景
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１　本研究のねらいと背景

　

１　本研究のねらいと背景

（３）

個別最適な学
びと協働的な
学びの一体的

な充実

（１）

学校の現状に
応じたＩＣＴ活
用と体制構築

（２）

ＩＣＴ活用の
指導方法と
教材研究の

推進



２　昨年度までの取り組み
小・中・高・特支における

ICT活用授業報告
ＩＣＴ活用4次元モデルと授業デザイン演習
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１　本研究のねらいと背景

　

３　本年度の調査研究

(１)整備されたデジタル学習基盤はどの程度活用されている？ 
(２)学校でのICT活用状況は？
(３)学校間格差をなくすためには？

教育実践の意識の欠如

・ICTツールによる誤用と負担感

・学習成果に対する不十分な焦点

・変化への不安リスクの回避
学びのデザインの欠如

・明確なビジョンの欠如

・不十分な協力

デジタルインフラの課題

・インフラの限界

・サポートの不足
技術の不均一なアクセス

・個人間の格差

・学校間の格差

デジタル学習基盤の
効果的活用の欠如
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１　本研究のねらいと背景

　

３　本年度の調査研究

(１)整備されたデジタル学習基盤はどの程度活用されている？ 
　⇒学習者用デジタル教科書の活用状況 【調査１】
　⇒Google Workspaceによる連絡の状況 【調査２】

(２)学校での活用状況は？
　⇒学校訪問及び実践事例の収集　　　 【調査３】

(３)学校間格差をなくすためには？
　⇒伴走型支援　　　　　　　　　　　 【調査４】
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４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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アンケート調査「英語（外国語）科の学習者用デジタル教科書の使用について」
　　
　　１ 調査講座： ① 小中義 教職５年経験者研修　　 　（６月２５～２７日）
　　　　 　　　　 ② 学習指導力アップ講座①【英語】　（７月５日）
　　　　 　　　 　③ 小学校学級担任講座【学級経営編】（７月１１日）
　　　　 　　　　 ④ 小中義 初任者研修　　　　　　　 （７月３０・３１日）

　　２ 回答人数： 小学校・義務教育学校（前期）２０名
　　　　　　　　  中学校・義務教育学校（後期）２４名　計４４名
　　
　　３ 回答者内訳：
　　　（勤務校の所在地）

　

（２）ＩＣＴ活用の指導方法と教材研究の推進【義務教育】

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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「アンケート調査「学習者用デジタル教科書の使用について」
　　
　　３ 回答結果：
　　　① 授業で使用したことはありますか？　　　② 児童生徒が、家庭学習として使用した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことはありますか？

使用したことがある 使用したことがない

授業 ４５．５％ ５４．５％

家庭学習 １１．４％ ８８．６％

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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アンケート調査「学習者用デジタル教科書の使用について」
　　３ 回答結果：
　　　○ 授業で「使用したことがない」と回答した理由
　　　　　　　　　　ⅰ）使用できる状況にない　　　　１２名
　　　　　　　　　　ⅱ）活用方法が分からない　　　　　５名
　　　　　　　　　　ⅲ）教師用デジタル教科書で十分　　５名
　　　　　　　　　　ⅳ）時間がない・使用していない　各１名

　　  ○「授業で使用したことがある」が「家庭学習で使用したことがない」と回答した理由
　　　　　　　　　　ⅰ）指示したことがない　　　　　１１名
　　　　　　　　　　ⅱ）活用方法が分からない　　　　　２名
　　　　　　　　　　ⅲ）把握していない　　　　　　　　２名

　ⅱ効果的な使い方が分からない。紙の教科書との違いが分からないから。
ⅰ子供のタブレット内にインストールされていないから
ⅰ教科書担当に確認中
　　ⅲ教師用のみで十分だから
　ⅱ使用の仕方がいまいち分からないのと、今のところデジタル黒板で授業が進められているから。
ⅰ使用方法がわからない(学習者のタブレットでどのようにログイン等し、使用するか)
　ⅱ使い方がよくわからないから。
　　ⅲ学校のタブレットが全員揃わず、またWi-Fi環境も整っておらず全員で使用できないため。また電子黒板では教師用を使っているため。
　　ⅲ電子黒板を使って、指導者用デジタル教科書の動画や音声を再生しているから。
ⅰないから
ⅰ生徒用タブレットに導入されていない
ⅰID等が配布されていない。使用できる整備が整っていない。昨年度使用したが、読み込み等に時間がかかり使用しづらかったので、使用したいとは思
わない。
　　　ⅳ時間がないため
ⅰ前任校では利用していたのですが、異動によりまだ活用できていない状況です。
ⅰ今年から育休明けて仕事復帰。デジタル教科書導入時、働いていなかったので活用方法がわからない。生徒のタブレットに入っているのかどうかも把
握していない。
ⅰ現在、生徒のタブレットで使えるように整備中のため。2学期から少しずつ使えるようにしたいきたい。
ⅰまだ設定が終わっていないため。
　ⅱ自分自身使い方がわからない。使い方を教えてくれる方がいない。
ⅰ主任の先生が機器の使い方をよくわかっておらず、導入まで至らなかった。
　ⅱ先日、導入されたため。
　　ⅲ電子黒板を用いて全体共有できるので、必要がないと感じた為。また、学習者のタブレット使用に不安を感じていた為。
ⅰタブレットにインストールされていないから
　　ⅲ教師用のデジタル教科書を使うだけになってしまっていた
　　　ⅳ現在授業に使用していない

　　学級担任ではないので、把握していない。
ⅰまだ使い方に慣れていない、宿題などで使うように指示していないから。
ⅰまだ使用させたことがない。
ⅰデジタルの宿題を、他教科でもあまり出したことがないから。
　　　家庭学習の課題にはしておらず、使用しているか把握できていません。
ⅰ算数や国語の学習に重きをおいてしまっているところがあるから
ⅰ特に呼びかけをしていない
ⅰ外国語科では家庭学習まで指導を行っていないから。
ⅰ子ども用のデジタル教科書を使えるようにまだしていないため。
家庭で学習するための教科書コンテンツの存在を知らないから
上手な活用方法をまだ見つけられず、デジタル教科書の使用方法をまだ児童に伝えていない。
ⅰまだ持ち帰りができないから
ⅰ家庭学習ではワークやプリントなどの課題を出しているため。ただ、昨年度は音読の課題を出したことがある。
ⅰ使わせたいと思っているが･･･。
ⅰまだ持ち帰っている生徒を見ていないです。理由としては、タブレットを持ち帰っていいかどうかが定かでないから
だと思います。

　　① 使用できる状況に至る見通しを示す
　　② よりよい活用方法について情報提供する

（情報を一元的に提供）↓（専用クラウドで周知）

「山形県小学校外国語教育ハンドブック」の
表紙に二次元コードを貼って配付予定

（２）ＩＣＴ活用の指導方法と教材研究の推進【義務教育】

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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専用クラウドにつながる二次元コード

“教師用 ”ではなく“学
習 者 用 ”であることを
強調します。

　 どのような情報を
得 ることができるか
明示します。

　 小中義・特学校の
各校で活用できるこ
とを示します。

　 文部科学省の情
報を一元化している
ことを伝えます。

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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学習者用デジタル教科書に関する文部科学省Ｗｅｂページ上の情報

　文部科学省では、学習者用デジタル教科書の円滑な導
入に向け、実践事例集やガイドブック、研修動画等を策定
・公表していますので、併せて御活用ください。

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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学習者用デジタル教科書に関する文部科学省Ｗｅｂページ上の情報

　デジタル教科書＞
　　　　デジタル教科書に関する各種調査研究＞
　　　　　　　　　　　事前の登録作業のお知らせ

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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学習者用デジタル教科書に関する文部科学省Ｗｅｂページ上の情報

　令和４年度「デジタル教科書の配信基盤整備事業」により、令和５年度から各
ビューアにユーザー登録するＣＳＶファイルが統一されました。
　本ファイルを一度作成することで、上記6社全てにユーザー登録可能です。各教
科書発行者からデジタル教科書のアカウント情報が提供され次第、各参加校がデ
ジタル教科書使用を開始するために、事前準備に御協力くださいますようお願いし
ます。
　ＣＳＶファイルの作成に当たっては、各社のマニュアル（以下の表のリンク先）を
御参照ください。

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
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学習者用デジタル教科書に関する文部科学省Ｗｅｂページ上の情報

使用ビューア：「Lentrance Reader」「つばさブック」
　　　　　　　「みらいスクールプラットフォーム」「まなビューア」
　　　　　　　「超教科書」「エスビューア」
　　　　　　　　　⇒　学校においてCSVファイルの作成が必要
使用ビューア：「ことまな」
　　　　　　　　　⇒　学校においてCSVファイルの作成が不要

４　【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況



◯目的
高等学校でのGoogle Workspaceを活用した連絡の実態を調査し、よりよい活用法や
連絡のあり方について考察する

 
◯対象と方法
県立高等学校３校の生徒・教員、Googleフォームによるアンケート

 
◯実施期間と回収状況

R6.11〜R7.1の期間で実施、回答数：生徒向け５３７件、教員向け７２件
 
◯質問項目
【生徒向けアンケート】
①連絡に使うアプリ、②連絡を受ける頻度、③連絡の内容
④Classroom上のクラスの数、⑤便利だと思うこと、⑥困っていること
⑦こうだったらいいと思うこと 
【教員向けアンケート】
活用している場合→①連絡に使うアプリ、②連絡を発信する頻度
　　　　　　　　　③連絡の内容、④活用している理由
　　　　　　　　　⑤学校で設定しているルール、⑥気を付けていること
活用していない場合→①活用していない理由
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４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



〇調査結果の概要
生徒①連絡に使うアプリ
「Google Classroom」78.4%　「Gmail」68.9%　「Google Chat」6.1%

生徒②連絡を受ける頻度

４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況
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生徒③連絡の内容
学校生活の様々な連絡に活用されている

生徒④Classroom上のクラスの数
平均１１．８クラス　最小３クラス　最大２７クラス

やまがた県教育センター　 Yamagata Prefectural Education Institute

（人）

活用場面

４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



生徒⑤便利だと思うこと
「アクセスの容易さ」→いつでもどこでも様々な端末からすぐに確認できる
「時間割・課題・テストの連絡がわかる」
「忘れにくい」→通知機能による忘れにくさ

時間割・課題・テストの連絡
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４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



生徒⑥困っていること
「特になし・無回答」80.4%
　→ほとんどの生徒は特に困りを抱えていない
あげられた困り
　・「通知が来ない・通知に気づかない」7.6%、
　・「操作しにくい・バグが起こる」3.7%
　・「通知・連絡が多すぎる」3.2%

生徒⑦こうだったらいいと思うこと
「特になし・無回答・わからない」94.7%
　→ほとんどの生徒は改善の要望を持っていない
具体的な改善の要望
　・教師の使い方（連絡のタイミング、内容など）の改善
　・通知の改善
　・情報の探しやすさの改善
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４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



回答総数７２件　「活用している」５２件　「活用していない」２０件

教員-活用①連絡に使うアプリ
「Google Classroom」98.1%　「Gmail」69.2%　「Google Chat」44.2%
「Googleカレンダー」「Google Meet」も活用

教員-活用②連絡を発信する頻度
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４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



教員-活用③連絡の内容

欠
席
生
徒
・不

登
校
生
徒

へ
の
連
絡
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（人）

連絡内容

４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



教員-活用④Google Workspaceを活用している理由

教員-活用⑤学校で設定しているルール
「特になし」がほとんど
「既存のセキュリティーポリシーの遵守」「常識的なことを守る」など
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（人）

４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



教員-活用⑥気をつけていること・配慮していること

教員-未活用①活用していない理由
「使う必要がない」「知識・スキルの不足」
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（人）

４　【調査２】Google Workspaceによる連絡の状況



県立上山高等養護学校の実践　
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４　【調査３】学校訪問及び実践事例の収集

授業名 使用したア
プリ

活用例 活用のポイント

職業　
オフィス
サービス

オンラインホワ
イトボード

①小グループで仕事の
分担と人数を考え、案を
出す。
②各グループから出され
た案をもとに全員で話し
合い、今日の仕事の分担
とその人数を決定する。

簡単に短時間で、書いたり、消した
り、訂正したりすることができる。
道具が必要なく、端末１台でどこで
もいつでも話し合いや確認ができ
る。

授業名 使用したア
プリ

活用例 活用のポイント

体育　
ソフトバ
レーボー
ル

Googleスライ
ド

スライドを大型提示装置に
映してルールや、点を取る
ためのポイントなどを、全
員で確認する。

スライドのアニメーション機能を使
用することで、視覚的により理解し
やすくなる。
さらに、共有機能により、自分が見
たい部分の説明を見返したり、
チームの作戦会議に使用したりす
ることが可能。

〇生徒が視覚的に理解する。

〇生徒の話し合いを促進。
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４　【調査３】学校訪問及び実践事例の収集

県立鶴岡高等養護学校の実践　

授業名 使用したアプリ 活用例 活用のポイント

生活単元学習
修学旅行の
事前学習

Keynote
Googleフォー
ム

見学先の見どころを紹介するプ
レゼンテーション資料の作成と
発表。
本時の学習の振り返りとして、
二次元コードを読み取り、アン
ケートに答える。

二次元コードの読み取りやアン
ケートへの回答など、今後の生活
において使用する機会が多い。

〇生徒の振り返りのしやすさ。



４　【調査４】伴走型支援

県ＩＣＴ教育先進校 県ＩＣＴ教育推進重点校

県立酒田光陵高等学校 県立寒河江工業高等学校
県立新庄北高等学校
県立米沢東高等学校

目的
授業、校務での積極的なＩＣＴの活用を通
した事例の創出し、県内各校へＩＣＴ活用
事例の普及への取組みを行う。

目的
各校のＩＣＴ活用に関する課題に対して、
校内の研修体制の確立等を実施し学校
全体のＩＣＴ活用力向上を図る。

支援内容
・ＩＣＴを活用した授業づくりに関する指導
助言
・生成ＡＩの活用に関する生徒、教職員向
け研修会の企画

支援内容
・各校のＩＣＴ活用に関する課題のヒアリン
グ
・各校の状況に応じた研修の企画
・ＩＣＴを活用した授業づくりに関する指導
助言
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県ＩＣＴ教育推進先進校及び重点校における校内研修の支援(高校
教育課主管)



４　【調査４】伴走型支援

県ＩＣＴ教育推進先進校及び重点校における校内研修の支援

Google Chatを活用した
打ち合わせと相談

新庄北高校米沢東高校

校内研修の伴走支援
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４　【調査４】伴走型支援

「学習者主体の授業」への転換が
少しずつ見られるようになってきた

〇生徒が学び方を選択する
　　酒田光陵　数学　の事例

〇生徒がICTの活用場面を選択する
　　寒河江工業　工業（機械）　の事例



やまがた県教育センター　 Yamagata Prefectural Education Institute

４　【調査４】伴走型支援

数学Ⅰ

・自由進度学習(授業内)

・教員自作の解説動画活用

2024/11/26(火) 酒田光陵 〇生徒が学び方を選択する
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４　【調査４】伴走型支援

2024/11/26(火) 寒河江工業 〇生徒がICTの活用場面を選択する

問題を解く際に
〇クラウド上の資料を参照するグループ（右上）
〇手書きのノートを参照するグループ（右下）
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１　本研究のねらいと背景

　

５　考察

【調査１】学習者用デジタル教科書の活用状況
１．授業では半数以上、家庭学習に至っては、９割近くの先生
がたが使用したことがないという結果でした。学校や先生がた
に学習者用デジタル教科書を使用できる状況に至る見通しを
示しつつ、よりよい活用方法について情報提供することが必要
だと考えます。

２．Ｗｅｂ上には情報があふれているため、情報を一元的に管
理・提供する必要があると考える。専用のクラウドを活用し、必
要な情報を周知することが有効だと思われます。「山形県小学
校外国語教育ハンドブック」の表紙に二次元コードを貼り、初任
者を通じた各校への普及を試みます。

(１)整備されたデジタル学習基盤はどの程度活用されている？ 
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１　本研究のねらいと背景

　

５　考察

【調査２】 Google Workspaceによる連絡の状況 
１．生徒・教員どちらも「授業」「時間割」「テスト」の回答が多く課
題配信・管理ができること、PDFファイルを添付・確認できること
など機能の強みを生かして活用しています。

２．ほとんどの生徒は現状にあまり不便を感じてませんが「通
知機能」や「教員の使い方」に関することについて改善の要望
があります。教員も「言葉遣い・伝え方・内容」について注意して
います。

３．使う必要がない、知識・スキルが不足していると感じている
教員に対して抵抗感を取り除くための支援が必要です。

(１)整備されたデジタル学習基盤はどの程度活用されている？ 
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１　本研究のねらいと背景

　

５　考察

【調査３】学校訪問及び実践事例の収集
１．授業における活用
　昨年度の実践事例を含め、他校種においても参考になる事
例が見られました。

２．特別支援学校の場合
　障がい種や発達状況によって必要とされるICT機器や活用状
況は、昨年度の実践事例を含め多様であることが分かりまし
た。現状、１人１台端末は一律で配備されているが、各学校の
状況に応じて他の機器も使用できるような工夫も必要だと考え
ます。

(２)学校での活用状況は？
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１　本研究のねらいと背景

　

５　考察

【調査４】伴走型支援　
１．伴走型支援を行うことで、「使い方を知る」だけにとどまら
ず、授業改善にもつなげることができました。

２．自分では活用できていると考えていた先生でも、実践を検
証する中で、個別最適な学びや、協働的な学びのための活用
になっていなかったということに気づき、目的を意識して活用す
る大切さを改めて認識していました。

３．学校全体への普及という観点では年３回の訪問では難しい
と感じました。月１回程度の訪問を継続的に行うなど、より定期
的に訪問することで学校全体のICT活用力向上につながるの
ではないかと考えます。

(３)学校間格差をなくすためには？



1

６　まとめ・提案

教
員
の
ＩＣ
Ｔ活

用
指
導
力
の
育
成

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成 （３）

個別最適な
学びと協働
的な学びの
一体的な充

実

一人一台端末は文房具。教

師の意図的な指導と合わせ、自立
した学習者の育成に役立てる（２）

ＩＣＴ活用の
指導方法と
教材研究の

推進
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の往還。新たな

時代にふさわしい学びや教師の指導性の在り方（１）

学校の現状
に応じたＩＣＴ
活用と体制

構築
ICTに対する負担感。
各学校の現状に合わせた

ICT実施の支援

デジタル学習基盤を充実させる順序性
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学ぶつながる深まる
ウェルビーイング
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６　まとめ・提案

(１)学校の現状に応じたＩＣＴ活用と体制構築
　　・オンデマンド： 授業のデザイン単元や児童生徒に応じた授業設計
　　・専門研修：現状に応じた研修（生成AI）
　　　　　　　　協働学習への支援（Figjam）
　　　　　　　　校務DX（管理職研修）、
　　　　　　　　デジタル学習基盤（学校に応じた研修）
　　　
(２)ＩＣＴ活用の指導方法と教材研究の推進
　　・ホームページによる ICT活用事例紹介などの整理と充実
　　・二次元コードによる周知　メーリングリスト
　　・基本操作動画集（googleなど）

(３) 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて

　　・オンデマンドによる ICTを活用した授業のデザイン演習

ICT活用教育の質向上と学びの深化



ご視聴ありがとうございました。
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